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目的
真菌医学研究セ ンタ - は ､ 全国共同利用施設として ､ 病原真菌の 研究と真菌による感染症お
よび中毒症の成因並びに制圧 に関する研究を行い ､ か つ ､ 国立大学の教員その他の着で ､ この
分野の研究に従事する者の利用 に供する こ とを目的とする ｡
沿革
B7]n和21年9月1 0日
昭和2 4年5 月31日
昭和48年9 月29日
昭和52年1 0 月
昭和6 2年5月21日
平成9 年4月1日
千葉医科大学附属腐敗研究所が設立 された (現 習志野市泉町)a
千葉大学腐敗研究所とな っ た｡
生 物活性研究所に改組され､ 各部門の名称が変更された ｡
第1研究部
第2研究部
第3研究部
策4研究部
第5 研究部
第6 研究部
酵素化学研究部
薬理活性研究部
毒性病理研究部
活性天然物化学研究部
抗生物質研究部
食中毒研究部
干葉市亥弄1丁 目8番1 号に新宮､ 移転した o
生 物活性研究所が廃止 ･ 転換となり ､ 全国共同利用施設と して 真核徴生
物研究セ ン タ-が設置された (1 0年時限).
感染研究部門 感染機構分野
真菌系統発生分野
真菌生態分野 (客員3種)
活性応答研究部門 化学療法分野
形態応答分野
作用機構分野 (客員1種)(平 成2年設置)
真核微生物研究セ ンタ ー が廃止 ･ 転換とな り､ 全国共同利用施設として
真菌医学研究セ ンターが設置された (1 0年時限)0
病原真菌研 究部門 真菌感染分野
系統 ･ 化学分野
生態分野 (客員3種)
分子機能研究部門 機能形態分野
高分子活性分野
活性応吾分野 (客員1種)
平成1 3年4 月1日 病原真菌研究部門に新たに真菌資源開発分野 が設置された ｡
歴代所長Tセ
[腐敗研究所]
[生物活性研究所]
昭和21年 9月1 0日 - 日召和2 9年3月31日
昭和29年 4月 1日 - 昭和3 2年5月21日
昭和3 2年 5月22日 - 昭和3 8年5月21日
昭和38年 5 月2 2日 - 昭和41年5月21日
昭和4 1年 5 月2 2日 - 昭和4 4年5 月21日
昭和4 4年 5月2 2日 - 昭和4 4年8月 4日
昭和4 4年 8月 5日 - 昭和4 8年9月28日
昭和4 8年 9月2 9日 - 昭和4 9年1 月 9 日
昭和4 9年 1月1 0日 - 昭和4 9年3月31日
昭和4 9年 4月
昭和53年 4 月
昭和5 7年 4 月
昭和61年 4月
1日 - 昭和5 3年3月31日
1 日- 昭和5 7年3月31 日
1日 - 昭和61年3 月31 日
1日 - 昭和6 2年5 月20 日
[真核微生物研究センタ ー ] 昭和6 2年 5月21日 - 平成 3年 5月2 0日
平成 3年 5月21日 - 平成 5年 5月2 0日
平成 5年 5月21日 - 平成 9年 3月31日
[真菌医学研 究センタ ー ] 平成 9年 4月 1日 - 平成11年3 月31 日
平成1 1年 4月 1日 -
1野
(兼) 小池敬事
(事務取扱) 小池敬事
相磯和嘉
宮木高日月
相磯和嘉
(事務取扱) 宮木高日月
宮木高8月
宮木高日月
相磯和募
新井 正
久我酉郎
新井 正
久我哲郎
宮治 誠
寺尾 清
宮治 言成
宮治 言成
西村和子
機構図
名誉教授
新井 正
寺尾 漬
赤尾三太郎
昭和63年度称号授与
平 成7年度称号授与
平 成1 2年度称号授与
運営
当セ ンターの運営は､ 教授会に相当する協議員会と､ 本学の教授及び学外の学識経験者を含
めた運営協議会によ っ て行われる ｡
協議員会委員
真菌医学研究セ ンター
真菌医学研究セ ン ター
千葉大学 医学研究院
千葉大学 医学研究院
運営協議会妻昌
真菌医学研究セ ンタ ー
千葉大学医学研究院
千葉大学医学研究院
教 授 5 名
助教授 5 名
教 授 木 内 政 寛
教 授 瀧 口 正 樹
教 授
教 授
教 授
(独)国立環境研究所生物圏環 境研究領域 教 授
大阪大学微生物病研究所
日本大学生物資源科学部
(財)かずさD N A 研究所
定員 ･ 璃
教 授
教 授
主席研究員
5 名
木 内 政 寛
瀧 口 正 樹
渡 蓮 信
本 田 武 司
長谷川 寛 彦
丹 羽 修 身
区 分 教 授 助教授 助 手 一 般職昌等 計
定 員 5 (2) 5 8 1 2 3 0(2)
現 員 5 (2) 5 8 1 2 3 0(2)
※ ( )内は客員を示 し､ 外数o
【病原貴簡研究部門】
●真菌感染分野
教 授 宮 治 誠 59 1 1(2 4 91)
助教授 佐 野 文 子 59 1 3(2 7 8 6)
助 手 栗 EEl酉 幸 591 2(2 785)
助 手 大荒田 素 子 59 1 4(2 7 87)
萎禁警 鐘 EEl 響 子 59 24
●系統 ･ 化学分野
教 授 西 村 和 子
助教授 亀 井 克 彦
助 手 田 中 玲 子
萎琵醤 滝 沢 香代子
●真菌資源開発分野
教 授 福 島 和 童
助教授 横 山 耕 治
5 915(24 9 2)
5 918(2790)
5 91 6(27 8 8)
5 91 6
5 929(2797)
5 91 7(27 8 9)
●生態分野 (客員)
教 授 イパノバ ･ ぺネッ夕 ･ ポジヤノバ
助 手 田 口 英 昭 59 3 4(2 79 8)
萎琵醤 仁戸EEl 憲 和 5 9 34
【事務部】
事務室長 堀 江 寛 5 9 01(24 8 5)
○庶務 ･ 研究協力係
係 長 龍 崎 英 夫 5 9 03(2487)
主 任 萱 沼 憲司郎 5 9 08(249 7)
係 員 山 本 麻 絵 5 9 04(24 9 5)
【分子機能研究部円】
●機能形態分野
教 授 竹 尾 漢 治
助教授 山 口 正 褐
助 手 伊 藤 恵美子
助 手 清 水 公 徳
章票醤 大 桶 美佐子
5 9 2 6(24 9 4)
5 9 2 8(27 9 6)
5 9 2 7(27 9 5)
5 9 41
5 9 41
●高分子活性分野
教 授 三 上 裏 5 9 2 2( 4 9 3)
助教授 知 花 博 治 59 2 3(2 79 2)
助 手 宇 野 潤 5 92 4(2 7 9 3)
助 手 五ノ井 透 5 9 25(2 7 94)
毒琵醤 矢 沢 勝 清 5 9 24
●活性応苦分野 (客昌)
教 授 比留間 政太郎
【病原真菌 ･ 放線菌管理室】
蔓葉書 伊 藤 純 子 5 9 5 7
請佐望 三 浦 良 蔵 5 9 3 0
○会計係
係 長
主 任
* #
補 佐 員
水 野 進
佐 藤 保
遠 見 5看 佳
5 9 0 5(24 8 8)
5 9 06(24 9 6)
5 9 09(24 5 8)
1.( )内のダイヤルイ ン番号は ｢0 4 3-2 2 6-0 0 0 0+となります ｡
2.FA X番号 は､ 外部からは ｢04 3-22 6- 24 8 6+､ 学内か らは内線 ｢5 9 0 2+ を使用 して下さい ｡
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部門
●教授: 宮治 誠
Profe s s o r:M akoto Mlyaji
●助教授 :佐野文子
Asso ciate Profe s s o r:AyakoSa r[ o
●助手 : 栗 田啓幸
Re se a rch Aso ciate :NobuyuklKurita
●助手 : 大荒田素子
Re se a∫ch Ass o ciate :M otoko Oa r ada
● 技 官 : 鎗Eq響子
Re s e a rch Te chnician :Kyoko Ya rlta
●C O E研究員: 岸 フク子
Po stDo cto r al Fello w :F1止tlko Kishi
●外Bl人研究員: 王 濫
Vistl ngRe se a rcll e r:Li Wa n岩
●科学技術鋸興研究員: シヤ ハ ナ シヤ ル ミン
Re s e a r che r:Shaha n aSh 皿 in
●研 究支援推進員: 柑 洋子
Re s e ar ch Pr o m otjo TITe chn l Ci皿 :Yoko Hata
＼
真菌感染分野 は以下の 2 つ のテ ー マ を研究して いる｡
1. 日和見真菌感染
医学の進歩にともない ､ 今まで不治の病と思われて いた患者が生命を永らえ社会復帰を可能と し
て い る ｡ しか しこ のような免疫不全患者に真菌が感染し (日和見真菌感染) 医学の 分野で 深刻な問
題 とな っ て きて いる . 当研究分野 はこの日和見真菌感染症を生体側と寄生体との両側面より研究し､
本症の診断 ､ 治療に寄与するこ とをEj的としてい る.
2. 輸入喜菌症
日本の国 際化が進む につ れ ､ 今日 まで日本に存在しなか っ た強い病原性を有する真菌による感染
症 (輸入真菌症)の増加が報告されて いる ｡ 当分野は これら輸入真菌の疫学､ 診断治療 ､ 原 因菌の
菌学を研究して いるo
具体的な研究テーマ は以下の如くである ｡
1) 真菌感染と生体防御機構
2) エ イズと真菌感染症
3) 輔入真菌症の診断と疫学
4) 深在性真菌症の診断法
5) 抗真菌剤の研究
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●助教授: 亀井克彦
As s o ciatePr ofe s so r :lEatsllhiko KaJrlei
●助 手: 田中玲子
Re s e a rcll A s so ciate :Reiko Ta n aka
●技官: 沌択香代子
Re s e a r cb Te cll nicia n :Kayol【o Takl Z aW a
●技 官: 伊藤純子
● C O E研究員: 今西Eb 巳
po stdo cto r al Fello w こYll mi Trn a nishi
● C OE研究員: 遠藤成朗
Po sLdo cto r al F巳11o w :S hlge OEndo
● 研究支援推進員: 井上京子
Re s e a r cl】 Pr o m otio nTe chnicia n :lEyoko lr) D u e
● 大学院生: パ リダ ･ ア プ リ ス
Gf adu ate Shlde 71t: Pa ride Abliz
● 研究生: 高構容子
Re se EL mh Shlde nl: Yoko Takaha shl
私たちの 教室で は ､ 病原 真菌の系統分析を行な うとともに､ その病原性に関す るさまざまな研究
を行な つ て い る ｡ その中でも特に重要 な研究分野 の一 つ が真菌の遺伝子解析であ る｡ 真菌の ミトコ
ンドリア などの遺伝子解析は ､ 真菌の系統 ･ 分類学 に著明な成果を挙げ､ これを病原真菌の 同定に
も応用 して いる (真菌資源開発分野 と共同研究). また真菌症の 代表的在原 困菌で ある力ン ジグ ･
ア ル ピ力 ンス の形態 変化と病原 性に関係する遺伝子群の機能解析も行な っ て いる ｡ 同じく重要 な病
原裏面である9])プ卜コ ッ クス ･ ネオフ ォルマ ン ス に つ いて ､ 有性生殖にお ける遺伝学的解析を行
い ､ 病原 因子の解明をめざ して いる ｡ それ以外にも､ 教室 で は広汎な領域の研究を行なつ て いる ｡
い ま先進各国で最 も深刻な真菌症と して 知られて いるア ス ペ ルギル ス症の研究で は､ ア ス ペ ルギル
ス ･ フ ミガ ー ツ ス がヒトの白血球を破壊する物質を産生 して い るこ とを見 いだしその本態の解明を
進めている o また ､ 近年増加しつ つ ある ス エ ヒ □夕ケ による感染症につ いて は､ 全国か ら依頼され
た症例につ いて診断などを行い､ 世界中で 最も多くの症例の蓄積を誇 つ て いる o さらに ､ 輸入真菌
症 (日本には生息 して い な い票菌による感染症) は､ 過 去1 0年間に急速に増えて いる にもかかわ
らず､ 診断可能な機関は極めて限られて いるが､ この原因菌の同定を実施し､ 診断 ･ 治療の コ ンサ
ルテ ーシ ∃ ンを行な つ てい る ｡ その他 ､ 全 国の病院で 同定が困難と された真菌に つ いて毎年5 0件
以上の同定を行い ､ 診断や治療に貢献している ｡
T he m ainta rgetofre s e ar ch ofo u rlabo rato ryisthe inv e stlgatl O n Ofphyloge n etlC S Ofpathoge nic
fungia nd their viru1e n c e･
Genetl C analysIS Of fungi is a nimpo rta ntr e se a rch fleldofo u rlabo r ato ry･ Fo r e xa mple･ w eha v ebe e ni11 Y e Stlgatl ng ぬe
phyloge n etic s of fungiu sing mito chondri alge n e a n alysis, which e n abled u sto ide nti fy m o rphological1y u nidentiflable
fu ngi,
Ge n es related to the tr an sfo rm atio n of Ca7tdida albic a n sis believ ed to link to the pathoge niclty Of the fungllS, arid ar e
impo rta nt ta rgets ofo tJr Study. The ge n etl C a nalysis ha sbe e nalso m ade o nCry pto c o c c u s n e ofo r m a n sdu ring the se x ual
pr o血 ctio n perl Od withthe spe ciale mpha sis o n virtlle n c efa cto rsI
w ehav e m any other re s e ar chpr oje cts a nds o cials e rvic e s･ On eisthe study o nto xic substa n c e s of Aspe rgillu shl migatu sto
de str oyshu m an1e uko cyte s, andthe char acterlZ atl O n Of the substa n c e si n o wdnder w ay･ Anothe rprojectis abotlte m e rgmg
fungal dis e as e s, i･e･ ba sidio myc o sis by Schlz ophylLu m c o m m u n e a nd impo rted myc o s e s･ W e ha v ebe e n m aking the
diagn o sis ofS･ c o m m u n einfe ctio nin m o retha n30c a s es, w o rki ng aS ale ading
I n v estigating gr o up Ofthis pathoge n･ In
te rm s oftheimpo rted myc o s e s, e ･g. c o c cidio do myc o sis and histoplasm osis, w eha v ebe e n s er vl ng a S a S Ole r e
feren c e
labo r ato ryto ide nti fy the sefu ngi, bec a u s e ofthe te chnical diffic ulty and da nger of ide ntiflC atl O n. In ad d
ition to tho s e
c a u singI mpo rted myco ses, n u m er o u sis olate s of do m e stic pathoge nl Cfurlgl arebeing s e ntfr o m v ario u sho spitals al1o v e r
the c o u ntryfo ride ntlfic atio n. W e arepr o ud ofotu
･
s o cials ervices, which helpthe physician s and m edic al mic r obiologists
m ake c o r re ctdiagn o sis a nd bette rtr e atm e nt.
病原喜菌研究部門
クリ プ ト コ ッ クス ･ ネオ フ ォ ル
マ ン ス の 交 配.単 独 で は酵 母 発
育 を 示すが ､ 交配 型 の 異 な る相
手 と遭遇 す ると菌糸発 育を示す
Matir)g of CI
l
yP[o c o c c LrS
De O允) T Tr] a n S. C.D e OIo n Tl畠n S
gr o w sin ye a st fo r 皿 Whe rl
c ultu r ed aLo rl e
,
a rld cha r)富es
irltO rnyC eLial fo r m afte r
m ating
ア ス ペ ル ギ ル ス ･ フ ミガ - ツス か ら
分 泌 された 蕃性物 質 に よ っ て 崩壊 す
るマ クロ ファ ー ジ ( 写 真右｡ 左 は正
常 マ ク ロ フ ァ ー ジ)
M a c r ophage s de str oyed by
active substa n c e spr⊂)du c ed by
Aspe Tg7
'
Jlu sfu 177iga[u s
(left: c o ntr o);righ t:de str oyed
m a c r ophage s)
ミトコ ン ド リア ･ チ トク ロ
ー ム b 遺 伝子の 塩 基 配列 か
ら作成 した ヒス トプラズ マ
( 輸入真 菌の 1 慢)の 系統樹
A phy】oge n elic tr e e of
lljstopla s n acapsLr]a[u Dl
ba s ed o rl mito cbo rldrial
cyt⊂) chr o m e b ge rl e
a n alysis
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近年､ 微生物を含む生物資源の質的 ､ 量 的整 備の 必要性が世界的に弓重く求め られて いる D 医学､
医療技術の進歩は免疫不全患者の増加を生み ､ これ ら患者に発生する日和見真菌症の 問題は深刻化
して いる o また原因菌の多様化も新たな問題 とな っ て い るo この ような状況下 ､ 真菌症の克服およ
び菌類の新たな機能開発を目標に本分野で は次のような研究を行 つ て いる
‾
o
1) 国際共同研究の推進を通 した病原真菌の収集､ 保存および保存株のD N A ライブラリ ー 構築
2) 遺伝子診断法の開発
3) チ トクロ ー ムb遺伝子に基づく病原真菌の系続廃析
4) 病原真南､ 国連菌からの生物活性物質, 環境バイオコ ントロ ー ル物真の探索
5) 病原因子 ,
‾
病原真菌代謝酵素な どの プロテオ ー ム 解析
6) 形態形成に関わる遺伝子発現の研究
In re c e ntye ar s, n e c e ssityofthe sto cks of bior es o u rc e sa ndge n e re s ol 汀C eS ar e Str o ngly adv o c ated in w o rldwide･ h the
fieldofm edl C al myc ology, thepr ogre ss of m edicin e a nd m edlCalte clm01ogyhas m ade s o m e
r elu ctantre s山ts a sincf e aSlng
the nt' mbe rs of il n m u n O C O mprO mised patl entS a nd op po rtlmistic JTlyC O Se Sillthe m. Ftlrthe - o re,thediv ersity ofetl Ologl C al
age nts o c c u rs as art a n othe r s erio u spr oblem L Underthes e c o nditio rlS, re se arch a ctlVitl eS Of th1Sdivisio n a refoc u s e
d on the
follo w lrlgS ubje cts a s adlvisio n of DepaI血1e ntOf Pathoge nicFu ngl･
1)Colle ctio n a ndpr e se r v atio n ofpathoge nic fungjthr o ugh inte r n atio血1c o ope r ativ e w o rks aJld a c ctl m ulating D N A
data ofsto ck ctlltllre S.
2)De v elopm e ntofge n eticdiagn o stic m etl1 0dsfo rfuTlgllSdis ea s e s･
3)P hylogeJly Ofpathoge nicftlngiba s ed OII CytO Chro m ebge n e･
4)Scre ening ofn e wbiologic ally a ctiv e m et且boljte s, stlC- s a nti fungal agents, fr o mpathoge nic ft ugia nd r elated
ta x a.
早)Pr ote o m e a n alysis ofthe e a tlS ative pJ
'
Otein s ofm yc o s e s a nd fungale n zym e s･
6)Sttldie s o ngeTLe e xpr e ssio n ofm o rphogeTL eSis･
病原喜菌研究部門
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病原 真菌の 収集, 保
存 , お よ びD N Aラ イ
ブラ リ ー の 構築
遺伝子診断法の 開発
Colle ction and
pr e s e r v atio n of
pathoge nicfu ngiand
ge n e a nalys e s of the m
for a c c um ulatingD N A
data.
De v elop m e nt of
m ethodsfo rge n etic
diagI1 0 Sisin fungal
dis e a s e s.
チ トクロ ー ム b 遺伝
子 に 基 づく病原真菌
の 系統解析
形 態 形成 に 関 わ る 遺
伝子発現 の研究
P hylogeny of
pathogemicru ng)
ba s ed o n cyto chr o m eb
geIle･
Studie s ongell e
病 原 真菌, 関 連菌か
らの 生 物活性 物質 ,
環 境 バ イ オ コ ン トロ
ー ル物質の探索
病原 国子等 の プロ テ
オ ー ム解析
Sc r e e n l ng Ofn ew
biologic allya ctiv e
m etabolite sfro m
pathogenicfungiand
relatedta x a.
Pr ote om e a nalys e s of
c aus ative s ubsta n c e s
of myc o se s a nd fungal
en Zyme S･
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虹E良_ECIR_P AItlO G E NIC FU N G I
●客員教授: イ バ ノ バ ･ ぺ ネッタ ･ ポジ ヤ ノ バ
Gll e StPr()一e s s o r:V 巳rl eta Voja n ovalva n ova
● 助手: 田口英昭
Re s e 且rChAs so ciate:IlidealdTagLIChi
● 技官: 仁戸田書初
Re s e a rch Tecb†1iciarl:N o Tika z uN icda
‾■§
真菌生態分野は客員分野 として ､ 病原真菌およびそれらの起こす疾患群と風土 との関わり合い を世
界的視野から研究する ことを目的に､ 毎年世界各国から優秀な研究者を招き共同研究を行 つ てい る｡
地球上には多くの風土病的真菌症が存在する｡ 代表的な例として ､ 北米西側の半乾燥地 軌 こ存在
する コ クシジオ イデス 症､ 中南米か らブラジル に多発するパ ラコ クシジオイデ ス症 ､ ベ トナム北部
山岳地帯､ 中国社自治区山岳地帯およびタイ住長引こ多い マ ルネツ フ エ イ型 ペ ニ シ リウム症などがあ
げられ ､ 輸入真菌症と呼ばれて いる o 幸い日本にはこ のような強い病原 頁菌は棲息 しない が､ 昨今
の 人的､ 物的国際化により これら病原真菌による輸入真菌症は確実に問題化される〕犬況にあるo こ
れら輸入真菌症に限らず､ 多くの問題を抱える真菌症の克服に研究者の交流は最 も有用 な手段 とな
る ｡ 本分野 は世界 の 菌学者の 学術的交流お よび情報交換の 場としてその特色 を最 大限に生 か し､
真菌症の克服ならびに菌学の発展に寄与すべ く活動している o
A gu e stprofes so ris ye arly I n vited fro m afo r elgn C O llntry tO pr o m ote the c o oper atl V e W O rks o nthe epide miolog yof
v ari o u s myC O S e S StlCh asimpo rted myc o se s a nd op po rtumistic fungal dis e as es and e c olog yof hllrn a nPathoge nic fumgl ln
n atu re a ndcircll m Sta n C e S,
生態分野客員教授の受入状況
病原真菌研究部門 生態分野 (客員) (前真菌生態分野を含む)
プラジJレ共和国サ ンパ ウロ 州立パ ウリス タ粍合大学ポッカツ校医学部教授
○ 昭和63 年 度:Jo s eFr a rl Cis c oEste v e sYegr e s
ヴ ュ ネ ズ ェ ラ国 フ ラ ン シ ス コ ･ デ ･ ミラ ン ダ実験 大学 微生物 部 門教撹
○ 平成元 年度
ア メリカ合 衆国サ ン タクラ ラバ レ ー 医療 セ ン タ 医ー学 研究所 準教 授
○平成2 年度 : Ve r aCukr o v a
チェ コ ス ロ バ キア社会主義共 和国血液学 ･ 鞠血研究所科学研究官 ･ 研究室長
○平成 3年度 : Ge ne Ma rtin Sc ala r o rl e
ア メリ カ会衆 囲アイ ダホ州五 大学生 物科 学部教程
(⊃平 成4 年 度:Ku nieIabuki Rabe】1o CD e】ho
ブラジル連邦共和国サンパウロ州立パウl)スタ競合大学ポッカツ校医学部助教授
○平 成5 年 度: Ge r ril Sijbr a r)d de Ho o岩
オラ ン ダ王国 アム ス テ ル ダム 大 学分子 細胞生 物学教室数寺受
オラ ン ダ国立 真西研 究所 (C B S) 主 任研究 員
○平成 6年度
南ア フ リカ国 ウイ ット ウオータ スー ラン ド大学遺 伝学都 議師
○平 成 7年 度 : 嬢 適
中華人民 共和 国 ハ ル ビン 医科大学病 理学教 室数 授
○平 成 8年 度 : Mattbia sSipic zki
ハ ン ガ1) - 共 和国 デ ブレ 七 ン 大学理 学部 遺伝学 教室 数授
○平成 9 年度: Ra ndolph Sidn ey CuT
.
rah
カナ ダ ､ アル パ 一 夕大学 生物科学部教授
○平成10年度 : Ma rie ZofieIくope cka
チ ェ コ 共 和国マ サ リ ク大学 医学部生 物学 教室 助教授
○平 成11年塵
プ ラジJL'連邦共 和 国サ ン パ ウ ロ 州 立 カン LppP-ナス 大 学医 学部助 教授
○平 成12年摩 : S mith Stephe n Nige】
連 合王 国アス トン 大学粟学 生物科 学部尊 敬授
○平 成13 年塵:1v a r) o v aVe n etk8Boj8 n OV 8
プル 方1) ア､ プ)L'ガリア科学アカ デミ 微ー生物 研究 所助教 授
病原真南研究部門
㌔
巨謡
Dr,Jv a n o v aV . Vojano v a
(Jnstitute ofM icrobio一og y, Bulgaria n
Acade my of Scie n c e, Bulgariaブルガリア科
学 ア カデミ ー 微生物学研究所助教授 , ブル ガ
リア)
病原微生物の 二 次代謝産物の構造決定 に関す
る研究
Stru ctur alelu cidatio n o n s e c o ndary
m etabolites ofpathoge nic
micro o rga nis m s
Dr. Ma rie Kopecka
(Ma sarykUniv ersity 医学部助教授,
チ ェ コ)
ア クチ ン細胞骨格が酵母の形態形成
と細胞壁集合に果す役割
Ceubiologyofpathogenic fungl
Dr, Stephan N. Smith
■
(Scho olofLifea
He a一thScie nc e, Ast(〕n
Univ ersity 助教授 , イギ
リス)
病原性酵母の細胞生物学
的研究
Mole c ular a ndc elular
biologyofpathogenic
Dr. Ra ndolf S. Cu rr ah
(Univ e rsity ofAlbe rtaA
物科学部 教授, カ ナダ)
表在性真菌症を引き起 こす
非皮膚糸状菌に関する研究
No n-de r m atophyticfu ngl
thatc a u se s uperficial
infe ctio n
｡
･
･
･匝】
Dr, ” . Ma rJu c edo sS. V ile[a
Univ ersity of Ca mpin a s医
学部助敏捷, ブラジル)
免疫不全小児よI)分離された
病原真菌の研究
Defe n s e m e cha nis m s of
ho stagain stfungal
infectio n
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部門
●教授: 竹尾漢治
Pbfe s so r:K a rLjiTake o
● 助教授 : 山 口正視
Ass o ciatePr ofe s s o r:M a s a shi Yaln agtlChi
● 助手: 伊藤雷美子
Re s e a r ch As s o ciate :E mikolto
● 助手: 清水公徳
Re s e a r ch As s ociate :Kimin o ri S b皿 1 正 u
● 技官: 大桶美佐子
Re s e a mh Techn lCiatl:M isako Ohkll S u
●研究支援推進員: 山本 一 美
Re s e ar ch Pro m otio nTe chnicia n :Ka z L]mi Ya m a m ot
●大学院生: ビ ス ワ ス ･ リ ン デ イ ヅ プ ･ ク マ - ル
GTadL) ateStllde nt:So71dipKl] m a IBis w a s
●大学院生: FT) ヴイ ン ヤ . ア ン トラ
Gradu ateStude nt:Antr aD rivinya
● 大学院生: 岸EEI題理子 ( 自然科学研究科)
Gradu ateSfudellt:E ri ko Kishida
●大学院生: 大 久保昌美 ( 自然科学研究科)
Gradtl ateStLlde nt:M asa miO hkubo
真菌症は病原宍菌がヒ卜に感染するこ とによ っ て引き起こ される病気で あリ ､ 真菌症の治療法と
予 防法を確立するに は､ 敵である病原真菌を詳しく知るこ とが重要で ある o 本分野 は ､ 病原真菌の
構造と機能を細胞､ オル ガネ ラ ､ 分子 ､ およぴ遺伝子の レベ ルで明 らか にするこ とを目的とする ｡
このため ､ 蛍光墨頁微鏡や レ ー ザ ー 顕微鏡を用いた細胞生物学的手法､ 透過電子顕微鏡や走査電子顕
微鏡を用い た微細形態 学的手法､ 遺伝子 クロ ー ニ ンクやP C R な どの分子遺伝学的手法の3つ の ア プ
ロ ー チによ っ て 様々 な問題に取 リ組んで いる ｡ 病原真菌の増殖機構を明 らかにする ため に細胞周期
の制御の仕組みを知るこ とは重要で あるが､ 我 々 は､ 担子菌酵母 91Jプ卜コ ッ クス の細胞周期の制
御が一般に理 解されて いるサ ッ カロ ミセ ス のそれとは異な っ て いるこ とを細胞生物学的手法によ っ
て見出した｡ また ､ 黒色酵母 工 クソ フ ィ アラの紡錘極体を電子顕微鏡で観察し､ その 細胞周期にお
ける動態 を明らかにした. さらに ､ 9))プ卜コ ッ クスの細胞周期の制御に関する遺伝子の単離を行
つ ているo こ れらの問題 に加えて ､ グ+プ卜コ ッ クス の細胞の自己死 に関する問題 ､ 細胞壁の 合成
に関する問題 ､ 真菌の 二 形成に関す る問題 ､ 種 々 の真南の超徹構造に関する問題に つ いても研究を
進めて いる ｡ 最後に ､ 真菌を異なる観点から研 究してい る国内､ 海外の研究者と､ 多くの共同研
究 を しており ､ また新たな共同研究の 申し込み を歓迎 します o
Mycoses a re c a u s ed byinfecho n s ofpathogelllCfu ngi･ In o rde rto flrld effe ctiv ethe rap yo rpre
vention for myc o s e s,itis
e s se ntlalto u ndersta ndpathoge nic fungithe m s elv esI Thisdivisio n aim sto clarlfy the stru ctllr e and ft m ctio n ofpathoge nic
ftlngl at C ellular, m ole c ular a nd ge n etic le vels･ Fo rth is pu rpo s e, w e study. v a n o u sproble m sby thre e appr o a che s; c ell
biologl Calap pr o a ch u sirlglight micr o sc ope s, flu o re s ce nt micr o sc ope s, and lase rmicr o s c opes; an ultra stru ctu ral appro a ch
u singtr an smis sio n a nd sc a n nl皿g electro T,micr o s c opes, a nd m ole c ularge n etic ap proa ch s u ch a sge n eis olalio ll alld P C R･
we re c e ntly fou ndthatbasidio myc eto u sye astCTy PtO C O C C u S r Wfo r m a n shasdiffer e ntc o ntrol m e chanis m s of the cellcycle
from that ofSa c cha r o myc es c e re visia e･ We obs er v edthe spindlepole body of the bla ckye a stEr ophiala de r m atitidisby
ele ctro nmic ro s c op ya nd e x amin ed its dyn a m ic sdurirlgthe cellcycle･ W e als o study ge n esthat c o ntrol c ellcyclein C･
n e ofoT7n anS. We furtherin v e stlgate e arly c ell de ath in C. T Wfo r m a n sin c ertainc o ndltio n s,dl m O rPhism ofsom efu ngi, cell
w allsynthe sis of C. n e ofo r m a n s a nd othe rfungi, a nd ultr astru cttlr eS Of m a ny otherfungi･ Fin ally, w e ar einte r estedto
co oper ate withr e se a rche rsfr o m eithe rJapanorforelgn co u ntrie stO Study v ario u sproble Ⅱ1S Of fungi･
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●教授: 三上 喪
Pbfe ss o r:Yu z Ll mA4ikami
●助故授: 知花博治
Asso ciat巳Profe s so r:Eiroji Chiba n a
●助 手; 宇野 洞
Re se a∫ch Associate :Jt) nロrLO
●助 手: 五 ノ井 途
Re se a rch As s ociatら:Tohr uG o n oi
●技官: 矢沢瀞清
Re s c 五 代h Te c】1 nicia n :Katsllkiyo Ya z a Ⅶ a
●c o E研究貞:石渡玉枝
Po s(Do cto r al Fbl】o w :Ta m a elshlW ala n
●外 国人研究員: ザ キ ･ シ ュ T)フ ･ モ ハ メF
VisitiJlg Rc sc a rcheT:
●大学院生: 渡辺佳世 (自然科学研究科)
Gr adu a(eStl)dcr]亡K且yO W atz n abe
●大学院生: 勝 正和 ( 自然科学研究科)
Gr adu ateStude nヒM a s 且ka z uKatst1
● 大学院生: 星 野康陛 (自然科学研究科)
Gr adtlateStLlde nt: Ya stlakaf7o shino
●JI C A研究生:オリベイラ ･ M ･ シT) ウダ . マ 1) ア
JtCA Tra ln Ce: M且rl aS ile udaM o r eidadeO lY 血
本研 究分野 は真南と放線菌によ っ てもたらされる疾病､ すなわち ､ 感染症につ いて ､ そ の成因や
特徴の 解明､ 並 びに制御法の確立を目的として ､ 主として生体高分子の構造と機能の面 から､ 分子
生物学的に検討 している. 病原真菌及 び放線菌はその感染因子として ､ 高分子性から低分子性の 檀
めて多様な物質を産生す ることによつ て ､ 感染を成立させ る｡ これらの病原菌の産生する物質の解
明は感染の予防のみ ならず ､ 治療にも役立つ こ とが期待されており､ 病原菌の高分子性から低分子
性の 二 次代謝産物を医薬と して開発する こ とを目的とするo 病原真南､ 主にCa ndI
'
da albI
'
c a n s遺伝
子の解析が進み ､ それ らの遺伝子機能の解明を進める こ とにより､ 真菌症の感染機構の研究や優れ
た抗真菌剤の開発にも多くの進展が期待できる ｡ また ､ 本研究分野は これらの諸問題に対処するた
め に ､ 遺伝子工学的手法 ､ 生化学的手法 ､ あ るいは パ ッチクラン プ法等を駆使して研究を進める ｡
以下に現在の研究テーマ を示す ｡
1 . 病原 微生物の生産する高分子性および低分子性物質の研究
2 . 病原真商および放津南感染症へ の治療薬の開発 と薬剤耐性機構の解明
3 . 病原真菌の病原性に関与する遺伝子 および抗真菌剤標的遺伝子の探索
4. 抗真菌剤の作用機作の解明
5. イオンチャネルとトランスポ ー タ ー の生理学分子生物学的研究
staffsin th isdivisio n llS e m ole c ularbiologicalte chn lqu e StO Studythe m e cha nis m s ofpathoge n e si in dise a s es c allS ed by
fungi a nd a ctin o nyc ete s, and s e ekto establishther ape utlC methods forthe c o ntr olof theinfe ctio u sdu eto pathoge nl C
a ctln O myC ete S aSWellas myc o s es･ Profes so rM ika m l Sttldle Shlghm ole c ular w eight substarlC e S O r S e co ndary m etabollte S
fr ot hPathoge nic mic ro o rga nis m s, a nd biolog yofpathoge nic a ctino myc etes･ Associate Profe s s orC hiba n ais w orking o n
sc re e n ing Ofgen e sfo rpa払 oge n esi a nd a nti
- fungal drugtarget. Dr, Un ostudie sthe m ode of a ctio n ofa ntifungalagents,
aTld Dr, Go n oic ondu cts the re s 8 打 Ch o nthe io71- Chan n ela ndtra spo rte rs of the c ellm e mbra n e, and the Tn Ode ofactio nof
biologic ally activ e Stlbstan c e s･
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No c a rdla は真性細菌に属するが ､
めて真菌に類似しているこ とから ､
病原性放線菌とは
∈患
EIか らの要望に応じて ､ 毎年8 0-1 0 0例の患者か ら分離された
寿の同定 を行つ て きた ｡
慢性の化膿性肉芽腫性疾患 を弓卜き起こす こ とや､ その形態 が極
医真菌分野で取 り扱われて いる｡ また高分子活性分野で は病原
性放線菌を医薬の資源と して用 いている ｡
No c a rdjaの マ クロ コ ロ ニ はー それぞれ の 菌軽 に よっ て大 きさ ､ 色調 が 異なり ､ 唖の 鑑 別に も利用 され る ｡
N. otjt)
'
d)
'
s c a v7
'
a r LL D7に 感染した皮膚組織
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皮膚真菌症 ､ 特 に爪 真菌症は ､ 近年の経
口抗真菌薬導入 ､ 治療法進 歩にもか かわ ら
ず､ 難治である o 爪喜 菌症患者の 実体調査 ､
原 因菌の 分離同定 ､ 治療成轟音の 調 査 ､ さら
にそ の発症 に及ぼす 患者自身の感 染防御能
レベ ル を解析 し､ その免疫学的機序を日月ら
か にする ｡ m真菌症 の疫 学 ､ 感染防御 ､ さ
らにP C R法 を用 い た ､ 真菌固有の 遺伝子 の
検出､ 菌の 同定 ､ 菌の多寡､ viabilityを検討
し､ これ ら と患者の 感染防御能 レベ ル と の
関係を明らかにする｡
⑳客員教授: 比 留阿政夫邸
活性応管分野客員教授の 受入状況
分子機能研究部門 活性応害分野 (客員) (前作用機構分野を含む)
(⊃平成2年度 : 大 泉 康
東北大学薬学部生物薬品製造学教室教授
○平成3年度 二 宇田川 俊 一
元厚生省国立衛生試験所衛生微生物部第三室長
○平成4年度 : 上 野 芳 夫
東京理科大学薬学部教授
○平成5年度 : 門 脇 清
ヒゲタ醤油株式会社常務取締役
○平成6年度 二 杉 山 晋 -
キ ッ コ ー マ ン 醤油株式会社常務取締役 ･ 研究本部長 (現､ 日本デ)i/モ ン テ株式会社社長)
○平成 7年度 : 国 中 明
ヤ マ サ醤油株式会社常務取締役研究開発本部長
○平成8年度 : 井 上 重 治
明治製菓株式会社薬品聴合研究所顧問
○平成9年度 : 虞 川 秀 夫
上智大学理工学部特別契約教授
○平成10年度 : 一 戸 正 勝
東京家政大学家政学普β栄養学科教授
(〕平成11年度 : 近 藤 恵 ニ
キリ ン ビ ー ル 株式会社基盤技術研究所主任研究員
○平成1 2年度 : 渡 辺 幸 彦
理化学研究所主幹
○平成1 3年度 : 比 留 間 政 太 郎
順天堂大学医学部皮膚科学教室講師
?
■平成1 3年度共同利用研究の受入状況
+
番号 ･研究課題 共同利用研究員所属 , 代表者
1 病原性放線菌のキトサナーゼ遺伝子の解析とその分月へ の応用 千葉大学大学院自然科学研究科 ･ 教授 ･ 安藤昭一
2 ブラジル土壌中の病原真菌及びカピ毒生産菌の生態学的研究 千葉県立中央博物虎 ･ 部長 . 堀江義一
3 アフラトキシンG生産菌群の形態学的. 生理学的特徴とチトクロー ム肋遺伝子解析による検討 千葉県衛生研究所 ･ 主任研究員 ･ 高橋治男
4 高脂肪食摂軌こ伴う真菌感染に対する感受性及びサイトカイ ン産生能の変動 徳島大学医学部 ･ 助手 ･ 二川 健
5 卦羊共生微生物由来の抗真菌剤の探索 北海道大学大学院薬学研究科 ･ 教授 ･ 小林淳一
6 真菌産生有毒キノン色素の毒性発現機序に関する生化学的研究 中京女子大学 ･ 教授 ･ 河合 清 [
7 菌類の産生する生理活性物質の研究 星薬科大学 ･ 教授 ･ 河合賢一 ;
8 酵母及び細菌にd引ナる組胸表層の合成について 乗≠β大学理学部 ･ 講師 ･ 藤崎真吾
t
”
1
口≡;
9 病原性酵母カンジグ ･ アルピカンスの活性酸素産生に関する研究 日本歯科大学新潟歯学部 ･ 教授 ･ 青木茂治
1 0 病原性酵fWrichosporon asahil
'
の微細構造 明冶薬科大学 ･ 助手 ･ 杉田 隆
l l ポリ工 ン抗生物質のスチロー ル複合体による副作用軽減の研究 東邦大学薬学部 ･ 教理 ･ 百瀬弥寿徳
1 2 食事法の感染防御能におよぽす影響 金城学園大学政学部 ･ 教授 ･ 近藤博信
1 3 病原性酵母カンジタ ･ アルピカンスの染色体再臨成が新たな形質発現にあよぽす影響 奈良女子大学理学部 ･ 教理 ･ 鈴木孝仁
1 4 多形性酵母の形態と生態に関する研究一票色酵母とアンプロシア菌につ いて- 鹿児島大学農学部･ 講師 ･ 姻 邦彦
1 5 宿主免疫台E の変化と真菌感染症発症機序の検討 東邦大学佐倉病院 ･ 助手 ･ 川島辰男
謹
l
1 6 臨床材料より分融された放線菌の分類とその代謝産物に関する研究 名城大学薬学部 ･ 助教授 ･ 原田償 -
17 絶対寄生菌類における生活史の分化と個体群の遺伝的構造の解析 信州大学農学部 ･ 助教授 ･ 今津道夫
1 8 Aspergi/Iusfum lbatusの病原因子に関する検討 船橋市立医療センター
･ 外来部長 . 多部EEl弘±
19 Candidafa m ata等のテレオモルフ属の細拍生物学的研究 理化学研究所 ･ 先任研究員 ･ 鈴木基文
2 0 通性所気性真南ミトコ ンドリアの形態と機台巨 筑波大学応用生物化学系 ･ 教授 ･ 祥雲弘文
21 喜菌短培養の炭素源､ 酵素生産､ 細胞形態ならびに微細構造に関する研究 千葉大学園芸学部 ･ 教授 ･ 藤井貴明
0 件
2 5
2 0
1 5
1 0
5
0
■共同利用研究受入状況 (年次推移)
昭 昭 昭 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平
和 和 和 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成
6 2 6 3 6 3 元 元2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年
度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度
後 前 後 前 後 年度
1 2 0
1 0 0
8 0
60
4 0
2 0
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■平成13年度共同利用研究会
全国共同利用研究機関で ある当セ ンターは毎年共同利用研究と同時に研究会を公募しており ､ 毎年2件程
度の応募がありますo 研究会は本セ ンターの教員と外部の研究者によ つ て提案されたテ ーマ に つ いて ､ 本
セ ンターの運営協議会におい て審議し､ セ ン ター協議会で 選考の 上決定されます o 研究会 へ の 参加者は ､
予算の範囲内で 本学の旅費支給基準に基づいて旅費が支絵されます ｡ また学内の施設の 使用を希望する場
合は利用手続き等の便宜をはかります ｡
なお､ 平成1 3年度の研究会の2件の名称と参加者等は以下の通りです｡
平成13 年度の全国共同利用の 一 環として奈良女子大学 鈴木孝仁教授が代表となり医頁菌分子技術研究
会及び当セ ン タ ー の山口正視助教授が代表とな つ た医真菌細胞生物研究会が平成1 3年9月6日に同時に 開
催された｡ 研究会で は真南における分子生物学と細胞生物学の研究者が
一 堂 に揃い活発な討論と情報交換
が行われた｡
医真南分子技術研究会お よび医真南細胞生物研究会
プログラム
平成1 3年9月6 日
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医真南分子技術研究会
真南形態形成のメカ ニ ズ ム解明
1. ｢不完全酵母カ ンジダ ･ ト ロ ピカ T)ス の ニ形
性変挨機構+
熊本孝仁 (奈良安子大学理学部)
2. ｢担子菌ヒ トヨ タケ～こおけ.る形態形成+
鎌田 亮 (岡山大学理学襲)
3. rウリ科に寄生する炭痕菌掛 こおけ‾る ニ 形性+
免保康之 帝都府立大農学細
4. ｢酵母 における ミti コ ン F) ア形態形成+
宮川 勇 (山口大理学部)
5. ｢カ ン ジダ . ア)i, ピ カ タ ス の ニ 形畦に つ い て+
横山新治.(千重大学真南医学研零センタ
ー )
■挺真贋漸騰生物研究会
其革細牌の超癖蛎態､ 構敵 機能の 解析
l｡ 唆 裂虚母の卵施壁形成6:関与するCa
2十輸
送卓T Pa se+
石劃瞭平 押 両大学理学離)
2. r酵母にお ける 非対称分裂の制御墳構+
入社健児 (大阪大学医学部)
3I ｢CID eOfo 甲 a D Sの細艇周期制御遺伝子の単軌
J ＼倉康絡(千乗米車真菌医学研究セ ンタ ーラ
4, 唱 芽酵母避y チ エ
- ぎ1) ン の模範と構造+
- 紅 明湾 (名畜産大学･･ 医学#)
5. ｢酵母の 胞子形成と分秘過程にお ける微細
構造舜帆
平田褒章 (東京東学)
.6. r病原轟菌 加 pbl
'
ala deTP7 atitld1
<
s由
spindle polebody吟竜顔観察+
山口iE視 (千葉大学裏革医学研究七 ンク ー)
■共同利用研究会受入状況 (年次推移)
12イ
‾1
0人
0
0
0
0
0
昭 昭 昭 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平
和 和 和 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成
6 2 6 3 6 3 元 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 l l 1 2 13
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年
度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度 度
後 前 後 前 後 年度
r病原真菌 ･ 放線菌管理室とは
微生物や感染症 の研究には ､ 本来の性質や病原性を維持したまま用 いる ことが重要で
ある ｡ こ の ため世界各国で ､ 競 っ て 菌株の 蒐集､ 保存が行 なわれ るようにな つ て きた
(力ルチャ ーコ レクシ∃ ン)o 当セ ンタ ー で は ､ 腐敗研究所 ､ 生物活性研究所 ､ 真核微生
物研究セ ン ターとい っ た幾多の 変遷を経ながら ､ 一貫 して病原真薗と病原放線菌の 研究
を主要 な研究テ ー マ の 一 つ として きた ｡ こ の ため ､ 長年にわたリ菌の分離､ 収集､ 保存
がなされた結果 ､ 現在 ､ 病原真菌､ 病原放線菌 ､ マ イ コ トキ シン産生菌およぴ関連薗を
中心に膨大な規模の カルチャ ー コ レクシ ∃ ンにな っ て い る o 真核微生物研究セン ターか
ら真菌医学研究セ ンター ヘ の改組に伴 つ て ､ こ の微生物保存事業はさらに強化され ､ 病
原真菌 ･ 放線菌管理室が 一 括して取リ歳 うこ とにな つ たo
■当セン タ ー のカルチャ ー コ レクシ∃ ンの 特徴は?
1) 菌株の 蒐集範囲が ､ 日本国内のみ ならず､ 中国 ､ 台湾､ 韓国 ､ タイ ､ 南北ア メリ力大陸､ 北 ∃ 一
口 ツ パなど広範に及んで いる こと o および輸入真菌症原因菌 (海外で 感染する 真菌症の原因菌)
2) 患者ある い は環境から分離された菌株の両方が含まれて いる ｡
■ どうや つ て 集めるのか
病原真菌 ･ 放線菌管理室で保存して いる 菌株の多くは ､ 当セ ンターの 研究者及び共同研究者によ ぅ -
て分離同定された ､ あ るい は参考資料として 収集 されたもので ある ｡ 他機関から同定を依頼された菌
株も相当な数にの ぽるo
■外国で はどう して いるの か
アメリカ合衆国と欧州数力国で は､ こ の種の病原菌を ､ 多数か つ組織的に 保存 ､ 管理する中心機関
が活動して いる o しかしながら､ 我が国を含めて ア ジア 諸国にはほ とんど存在しない ため ､ こ の病原
真菌 ･ 放線菌管理室は､ 当セ ンターの特色の 一 つ といえる｡
■どういう意味があるの か
この コ レクシ ョ ン は､ 遺伝子資源として ､ あるい は新薬開発を目的とした/ てイオテ クノ ロ ジー研究
試料などとして 重要で あ り ､ セ ン ター 内で の研究に用 いる ばかりで 在く ､ 依頼に応 じて 国内外の 研
究 ･ 教育機関に分譲して いる ｡
■現在の コ レクシ ョ ンの規模は?
1 ) 病原 裏面､ 病原放 線菌､ マ イ コ トキ シ ン産生菌及び関連菌が計8.0 0 0株余 o 特に ､ 中国 ､ 台湾 ､
韓国､ タイ ､ 南北ア メリカ大陸､ 北 ヨ ー ロ ッ パなどからの もの が多 い (p2 4保存菌株の原産国別
分類を参照)a
2) セ ン タ ー に依頼 ･ 寄託された株数は : 計5 77株
確認を目的として他施設から寄託されたもの ｡
2 2
(19 9 3年 から1 9 9 8 年)o いずれも同定ある いは
3) 当セ ン ター が他 施設 ヘ 分譲 した株数 : 計
乙6 9 2株 (199 3 年 から19 98年)
なお､ 当セ ンタ ー に保存されて いる薗株の詳
細ほ ､ 千葉大学真核微生物研究セ ンター病原真
菌及び病原放線菌リス ト (第1版､ 19 91年) お
よびIF MList of Pathoge nic Fu ngi a nd
Actin o myc ete s with P hoto mic ｢ og｢ aphs
(Se c o nd E ditio n､ 1 99 8 年) に掲載されて いる o
また近日中にセ ン ターの ホーム ペ ー ジにも掲載
する予定である D
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海外29 %
その他..8.紘
23
(2 0 0 1. 2.3 1)
(1 9 9 7.1 .1 - 200 1.1 2.3 1)
1 1 %
立大学 7 %
機関13 %
都道府県医療機関 7 %
民間病院 5
市町村立病
千 7 %
保 ･共済病院 7 %
Ea
■喜菌
”()rth Am eric a
幽
6 8 8･ .Asia
Ca n ada 6 8
Me xic o 10
U S A 3 2 1
Co sta Ric a 24 4
Cuba 9
Ho ndu ra s 3
Ja m aic a 2
Nic a ragu a 2
Pa n a m a 2
Baham a s 1
Pu e rto Ric o 6
So uth Am eric a 1,4 9 7
Arge ntin a 16
Bra zil 1 2 7 7
Chile 1 5
Colo mbia 59
Ec u ador 2
Guya n a 3
Su rin a m 4
St.Do mingo 1
Urugu ay 5
-Ve n e z u ela 1 1 5
3;6 0 3 0く:e a nia 1 57
B huta n 2
C hin a 3 41
India 5 8
Indo n e sia 1 9
Jra n 4
Iraq 1
lsra el 1
+apa n 2.818
Ko ｢e a 4 0
Ku w ait 4
Malaysia 4
Nepal 1
Pakista n 5
_Sri La nka 1 3
Tadzikista n 1
T haila nd 21 1
Taiw a n 5 3
一Tu rkey l
Ceylo n 1
Uzbekista n 3
Mya m m e r 1
Vietn a m 2 1
Alr転a 1 25; Eu喝 Pe ..
ア9
:P
Co ngo l
Eg y pt 16
Ethiopia 2
Gha n a 14
lv o ry Co ast 5
Ke nya 2
Mo ro c c o 1
Na mibia 1
Nige ria 4
Rw a nda 2
So malia 2
So uth Afric a 51
Togo 1
Uga nda 3
Zaire 9
Mo z a mbiqu e 1
Suda n 3
Guin e a l
W e stAfric a l
M ala wi 3
Zimbabw e 1
Alge ria 1
Au stria 5
Be一giu m 1 7
Cz e cho slo v akia 5
De n m ark 10
Finla nd 2 3 7
Fra n c e 5 6
Germ a ny 7 7
Hu nga｢y 6
Italy 41
Netherla nds 8 6
No rw ay 8
Pola nd 6
Ru m a nia 2
Ru s sia 2 1
Spain 1 4
Sw ede n 2 3
Switz e ｢la nd 24
UK 1 3 3
Yugo slavia l
Gre e c e 1
U krain e 5
Po rtugal l l
Esto nia 1
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Sa m o a 1
Anta rctic Oc e a n 10
Antarctica 2 1
Au stralia 53
Madaga s c ar 3
Ne wZe ala nd 5 4
Pa cific Oc e a n 1
Papu aNew Guin e a 3
Philip pln e S 去 lSolo m o nlsla nds
To nga l l L
Tahiti 2
Bo ugaln VillelsEa nds l
So uth PacificLsland ｢ l
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醍■国際的な共同研究等の状況
区 分 9年度 1O毎度 1 1年度 1 2年度 1 3 年度
外国人研究員 (C O E) 3 3 5 2 3
外国人受話研修員 1 1 4 2 1
外国人研究者 1 1 2 4 1
その他 1 2 1 1
※
1 3
国際協力事業団に よる派遣
4 3 6 6 5
長期1 長期l 長期2 長期1 長期1
短期3 短期2 短期4 短期5 短期4
md5
○
トー
≡
と
-歪
L ⊥+
≧
<
【n
∃≡
U
※中国政府派遣研究員 ､ 招暗研究員
■学生の受入状況
区 分 9年度 1 0 年度 1 1年度 12 年度 13 年度
研究生 0 0 0 1 1
委託研究生 3 1 1 0 0
研究留学生 0 i 1 0 0
大学院生
医学研究科 3 2 3 5 3
自然科学研究科 3 2 3 3 3
学部生 医学部 (基礎酉己属) 3 5 5 4 6
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Eil 醍
真菌医学研究セ ンタ ー は1 9 9 7年4月1日に全国共同利用研究施設として発足したが､ そ の前身の 票核微
生物研究セン タ ー は1 0年時限の存続期間内に ､ 病原真菌及 びその疾患 ､ 診断､ 治療や真菌の 二 次代謝産物 ､
さらには病原性放線菌 に関する研究につ いて の国際的な学術交流の促進を目的に ､ 1 1回 の シ ンポジウムを
開催した. 真菌医学研究セ ンタ ー とな っ て からは､ 199 9年に
■L
Myc oto xin Co nta min atio n:He arth Risk
a nd Pre v e ntio n Proje ct
' ' と題して 文部省､ 千葉大学の援助の もとに (マ イコ トキシ ン研究会共催) 国際
シンポジウム を開催したo
1 9 9 7年EE]際協力事業団 (+lC A) はブラ ジル 国力 ン ピ - ナス大学との 間で ｢力 ン ビーナス 大学臨床研究
プロ ジ ェ クト+ を立ち上げ､ 5年間の 研究プロ ジ 工 ク卜が開始したo 本セ ンターは真治教授を中心に毎年長
期2名 ､ 短期5名以上の研究者を派遣 して このブロ ジ 工 ク卜に積極的に参加してきた o これらの研究成果を
中心に力 ン ビーナス 大学と+lC A との共催で ､ 20 01年ブラ ジル 国におい て
` ■
Medic al Re s e a rch a nd
Medic al Training Proje ct
”
の題名の 国際シンポジウム を開催したo
珍
UN IC A M P
@ CMBA UNIVERSITY
ふょ大食
』lK巨rEh
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]anua｢y18- 19, 2001
M ain Audito riu m - Fa c ulty ofMedic a[
Scie n c e s- U N I C A M P
Ca mpm a s, S表o Pa山o
OrganizingCo m mittee
Ge n e raE s e creta ry: Prof. Keiichi
Ya m a m oto-Japan lnte ｢n atio n aL
Co ope ratio nAge n cy-JIC A
Prof. Maria Luiz aMo retti Branching-
U NICA M P
Prof, Ade m a rYa m an aka-UNIC A M P
Prof. Ka z uko Nishim ur a- Chiba Univ e ｢si
Prof. Makoto Miyaji- Chiba Univ e rsity
Scie ntific Co m mittee
Prof. Fran⊂is co Hide oAokト
Prof, Maria MaHu cedo s
U N ICA MP
Prof. Ma ria Luiz a
U NIC A M P
Pr o†.
Prot.
OS
Chiba Univ ersity
ba Univ e rsity
監
r
≠ … J
パウリスタ総合大学
ブラ ジル連邦共和国 パ ウリス タ総合大学ポ
ッカ ツ校と の 部局間協定 にもとづく共同研
究 は輸入真菌症 の パ ラコ ク シ ジオイデ ス症
に 関す る研究 (菌の 生態調査 ､ 分子疫 学､
感染機構の 解明) を行っ て きた ｡
Ba s ed o nt he agre e m e ntfo r s cie ntific a nd te chnic al
e x cha nge pr ogra m bet w e en the U niv e rsidade Est adu al
Patllista ”Julio de M esqllita Fhilo
”
ofS豆o Pa ulo , Br azil,
a nd the Re s e ar ch Ce nte rfo rPat hoge nic Ftlngl arld
Micr ob ial To xic o se s
,
Chiba Univ e rsity, JapaTl, W e ha v e
be e n r es e arch ing o nthe e c ol g y, m olec ular epide m 10ogy
a nd infe ctiolS m e Cha nism sfo rpaf aC O C Ci dio 皿yC O Sisthat is
o ne of imported fungalinfe ctlO n SinJapan･
○
∽
t 上r
○
≡
i云
O
L3:
U
≡
_Z
良
<
□⊃
≡
U
自然 界で の 保菌 者の
コ コ ノオ ピア ル マ ジロ
The rl atu T. al ho st;
nin e-be nded a rTTl adi
国 際
( 大 学 間 お よ
力ンビ ー ナス大学
当セ ンタ ー は ､ 相互の 学術交流の促進を目
的に サ ン パ ウ ロ 州立カン ピ ー ナス 大学 (ブ
ラジル) との 閤に大学間協定を締結 して い
る ｡ エ イズ 患者な ど易感染性宿主 に お ける
重囲症を中心 と した共同研究が展開されて
い る ｡
This c ellter C O n Cludes the agre e m e ntfo r a c ademic re se ar ch
c o oper atlO nwiththe Unl V erSidade Estadu al de Ca mpin as-
U NIC AM P, S 邑o Pa1 o , Bra zil. Both in stitlltio n sperfo …
c o operativ e w o rk o n myc o s e sin im m u n o c o mpr omis ed
野外 で の 試料 採集 FieLdw o rksiT)Ca rnpin a s
ペルナンブコカトリック大学
当セ ンタ ー は ､ 相互 の学術交流の 促進を目
的に ペ ル ナ ン ブコ カ トリ ッ ク大学 ( ブラ ジ
ル) と の 閤に 部 局間協定 を締結 して い る ｡
真菌 の 生態 を中心 と した共同研究が 展開さ
れて い る ｡
Tbl S Ce nter C O n Cludes 血e agre em e ntfor a c ade mic res e ar ch
c o oper atio n with the Catholic U nlV erSlty OfPem aJTlbtlC OI
U N IC A P, Br a zil. Fu ngal e c olog yin the e n viro m e ntis a
c o m m o nproject betw e e nboth institutl O nS,
/3
</
U NI C A Pの 構 内 Ca mpu s of U N TC A P
交 洗
び 部 局 間 交 流 )
デブレツ エ ン大学
ハ ンガリ ー 中東部平原のデブレツ ェ ン市にあるデブ
レツ ェ ン大学は､ 大きな総合大学である｡ デブレツ
ェ ン市は ハ ンガリ ー 第2の都会であるが､ 本大学の
背景には広大な森林が拡がり卿削ま素晴らしい o 千
葉大学とデブレツ ェ ン大学は姉妹校を提携しており､
本センタ ー は国際交流においてその中心的役割を果
たしている｡
C hiba Univ er slty C O n Cltldesthe agre e m e ntfor a c ade mic
re s e a ch and edtlC atio nal cooperation with Univ ersityof
Debre c e n, Eu ngary. T hlS C e nte rPlays a nimpo r【antr olein
co oper atlV e re Se a Ch a ctivi ties･
写 真 は医学部キ ャ ン パ ス と背後の 広 大な森林を示 す｡
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当研究セ ンタ ー の重要な研究目的 として ､ 国際的な規模での 病原真菌 . 放線菌の収集 ･ 同定 . 保存およ
び薗学的研究とさらにそれらを遺伝資源と した研究を推進して きたが ､ 平成1 3年度文部科学省の科学技術
振興調整費の先導的研究等の推進経費として ｢病原真菌･ 放線菌の遺伝資源の 国際的拠点形成のための基
盤整備+ が言忍め られた ｡ 本研究は西村セ ン ター長を研究代表者と して ､ 3年間の研究で毎年約1億円の 費
用が交付され､ 当セ ンタ ー で は西村､ 宮治 ､ 三上をサブテーマ責任者として ､ 外部から国立遺伝研の菅原
秀日月教授と理研の工藤俊幸主席研究員がサ ブテ ーマ 責任者として参加 して いただき､ 5班 6研究テーマ で
研究班がス タートした｡ 以下はその研究体制と研究の荒れで ある ｡
Shlz ophyJJu D 7 C O IT7 m uLl e(ス エ ヒl=タケ)
( P D A.25℃で 1 週間(宿)と16E] 間(明)で 培養 した)
(l)病原真薗 ･ 放線菌の 国際的収集と揮および種内多様性
に関わる遺伝 子廃析(真菌医学研 感染分野 : 宮治 ､ 福 島)
南米 ブラ ジル
ア ジア 諸 国
/
病原真菌
Ⅰ
真菌セ ンタ ー
エ ジ プト
● ●
● ●
- = = ●● - ● ● ●
●
: 国立感染症研究所 1
●■ - ● ■
● = ● ● =
● ●
● ●
■
放線 菌の 真薗の 収集 と拠点化形 成
第二 次拠点化形成
中国､ 帝国 ､ 南 ア フ リ力･､ オ ー ス トラリ ア ､ 南 米エ クア ドル､ 米国
風 箇
病原喜菌 . 放線菌の遺伝資源と
研究の 国際的拠点化へ の基盤形成
鳳
生物多様性条約に基づく原産国 ヘ の 還元
28
*
*
”
､
琴
臥-
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(2)病原真菌 . 放線菌の 保存のため の 基盤整備およぴ分子
系統と分子同定法 の開発 :
提案者お よぴ研究代表者 西村和子
病原真菌 . 放線菌の 保存と保存技術の開発 ､ および系統解
析 と新規分子同定法の 開発(真菌医学研 系統 ･ 化学分野 :
西 村)
病原放線菌開運菌の収集 ･ 保存技術の確立と移転､ および
系統分類学的研究(理研 : 工 藤)
鳳 恩
(4)病原真菌 ･ 放線菌の
デ
ー タペ ー ス 化(国立透
伝研 : 菅 原)
医薬の開発
/
(3)病原葉蘭 ･ 放線菌の
医薬漂源 と して の 開発
(喜菌医学研 高分子活
性分野 : 三 上)
■ ●
● ● ●
= ● = ●
l
● ● ●
●
I:k
'
.i
:
.g.y::･･ ::i.き蕪蕪蕪:=･ ･･･I I I ス- 究 耐● ■ - - ● = ● ● ● ● ● ●
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収集
歴墓田
分離 同定 保存
遺伝子解析
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分子疫学 分譲
I
遺伝子診断
Fu s a rju m s ola niの 大型 分生 子
Aspe TB7
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悶病原票菌講習会は､ 微生物の中で も特殊な領域である病原真菌に関して広汎な知識 ･ 技術の 習得を目的
として ､ 本センターが毎年行な つ て いるもので ある ｡ 開催は年1回､ 期間は約1週間で あるが､ すで に1 5
回を数えており､ 計2 0 0名あまりがこの講習会で 学んで いる . 平成1 3年産も8月 7日から1 0日まで ､ 当
セ ン ターで実施され､ 基本的な取り扱い から最新のテクノ ロジーを用いた同定法まで ､ 幅広い内容で講義
と実習が行なわれたQ 実習主体の ため､ 現在参加者は1 2名に限定して いるが ､ 全国各地から集ま つ た医師 ､
検査技師､ 研究者らが熱心に実習や講義に参加した｡
;;ご浦 ′･' ▼
て-4- ･Ti
y
.=L
,
萱雷TTr
範 ‥. 駄 .;｢} =†;.秦
平成13年虚実績
参加者数
●内訳
臨床検査技師
医師
2名
8
バイオ関連会社研究員
第1 5回 病原真菌講習会プログラム (担当者)
病原真菌概論
電顕による喜菌糸田胞観察
輸入真菌症の扱い方
基本手技
酵母同定法
病原性放線菌
病原性 Aspe r9/
'
llu s
病原性黒色菌/スポロ トリックス
皮膚糸状菌
3 0
新興真菌/輸入真菌/接合菌
結果判定/修了式
名
名
名
(西村)
(竹尾)
(宮治)
(西村)
(西村
(三上)
( 堀江)
(宮治
(宮治
(西村
(西村
田中)
西村)
西村)
宮治)
田中)
それぞれの 設備及び機器に つ いて は､ 機種並びに 問い合わせ先を括弧内に記載しました｡ なお､ 共同利
用研究を希望される 方は ､ 各分野の 研究内容を参照の上 ､ 本セ ン ター教官に直接問い合わせて 下さい . 共
同研究の募集要項は庶務研究協力係が配付致します｡
(電話:043-2 26-2 4 8 7､ ホーム ペ-ジ : http://w w .pf.chiba-u. a c.jp/)
透過電子顕微鏡
走査電子顕微鏡
凍結レプリカ装置
ウル トラミクロトーム
プラズマ 重合 レプリカ装置
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∽
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ガス クロ マ トクラブ質量分析計
ガスクロ マ トクラ ブ
高速液体クロ マ トクラフ
微生物全自動増殖解析シス テム
紫外可視分光光度計
赤外分光光度計
蛍光分光光度計
パ ッチクラ ンプ細胞膜電流測定装置
D N Aシーケンサ ー
D N Aシーケンサー
D N A シーケンサ ー
プロ テイ ン シーケ ンサー
P C Rサ ー マ ルサイクラー
( 日本電子 + E M-1 2 0 0 E X:山口､ 内線5 928)
( 日立 S-8 0 0: 山口 ､ 内線5 9 2 8)
( 日本電子 + F D-70 0 0､ +F D-9 0 1 0: 竹尾､ 内線5 9 2 6)
(ライカ ウル トラカッ トS : 山口 ､ 内線5 9 2 8)
(ウシオ P N R-1 1 0: 山口 ､ 内線5928)
( オリン パ ス +S C-1 0 1:竹尾 ､ 内線59 2 6)
(ヒユ ー レ ッ ト ･ パ ッ カ ー ド HP6 8 90: 福島､ 内線5 9 2 9)
(ヒユ ー レ ッ ト ･ パ ッ カード H P 5 8 9 0: 福島､ 内線5 9 2 9)
(ヒユ ー レ ッ ト ･ パ ッ カード H P I O 5 0: 福島､ 内線592 9)
(ラボシス テム :宇野 ､ 内線592 4)
(島5幸 UV-2 5 0 0 P C: :宇野 ､ 内線5 9 2 4)
(日本分光 FT/lR-4 2 0: 宇野 ､ 内線59 2 4)
(パーキン ･ エ ル マ ー P L-5 0 B: 宇野 ､ 内線592 4)
(リス ト E P C-7: 五 ノ井 ､ 内線5 9 2 5)
(パーキン ･ エ ル マ ー A B ト37 7:横山､ 内線5 9 1 7)
(パ ー キ ン ･ エ ル マ ー A B ト3 1 0:横山､ 内線5 917)
(パーキン ･ エ ルマー ABl-31 00:横山､ 内線5917 知花､ 内線5 923)
(ペ ック マ ン +F 3 8 8 0: 三上､ 内線5 9 2 2)
( タカラ M PT F-3 1 0 0二 横山､ 内線59 1 7)
生物発光 ･ 化学発光マイクロプレートリーダ ー ー(パ ー セ プテ ィ ブ 4 0 0: 三上 ､ 内線5 92 2)
共焦点 レーザー走査蛍光顕微鏡
フ ローサイトメーター
バイオセ ル トレーサー
イオンメータ ー
生体高分子相互作用分析装置
落射蛍光測光壷頁御鏡
細胞動態解析装置
顕御蛍光定量測光装置
落射蛍光微分干渉顕微鏡
連続式卓上型培養槽
液体シンチ レーシ ∃ ン力ウン夕 -
蛋白分取装置
遺伝子導入装置
ピクトロ ス タ ッ ト
(/マイオラ ツ ド M R/AG-2 :横山､ 内線5 9 1 7)
(ベクトン ･ デ イ ツキンソ ン FACSCa=ber: 田口､ 内線5934)
(ヒタン : 田口､ 内線5 9 34)
(*LJ オン E A 9 6 0: 宇野 ､ 内線5 92 4)
(ラボシス テム :宇野 ､ 内線5 9 2 4)
( 日本光学 S P M-R F L: 横山 ､ 内線5 9 1 7)
(日本光学 T M D- E F 2: 横山､ 内線5 9 1 7)
(オリンパ ス 光学 B S 2- O SP-M Bl:竹尾 ､ 内線5 9 2 6)
(ニ コ ン Y-FL: 横山 ､ 内線5 917)
(セ リシ エ ン バイオフ ロlV: 三上､ 内線592 2)
(アロ カ LS C-5 100: 田中 ､ 内線5 9 1 6)
(アトーバイオフ 工 レ ー シ ス ”l :亀井､ 内線5 918)
(バ イオラ ツ ド P D S-1 0 0 0/He :山口 ､ 内線5 9 2 8)
( 富士フ イ ルム PictroM ighty:山口 ､ 内線5 9 2 8)
3 1
I校費 単位 = 干円
区 分 教官当積算校章 附属施設等経費 特殊装置維持費 書十
平
‾
成 9年度 34,283 3 1,4 4 2 4,5 5 8 7 0,2 8 3
平成10 年度 3 3.5 99 3 6,7 8 0 6,09 3 7 6,4 7 2
平成1‾1年度 3 2,3 3 9 36,6 3 2 5,5 3 5 7 4.5 0 6
平成12年度 3 2,3 3 9 36,632 7,4 7 1 7 6,4 4 2
平成13年度 3 6.37 8 3 6,37 2 8,6 1 6 8 1,3 6 6
■科学技術振興調整費 単位 = 千円
区′ 分 採択件数 凍釈金原 備 考
平成13年度 1件 1 3 3.0 1 5 平 成13年度から3ケ 年計画
■科学研究費補助会 単位 = 干円 ■重任経理金 単位 =干円
区 分 ･ 件数 ･ 採択金額 :
平成9 年度 5件 7,5 0 0
平成.1 0年度 3 件 2 8.4 0 0
平成1 1年度 4件 1 8.2 0 0
平成1 2 年腰 5件 6.7 0 0
辛.成
13 年度 2件 1,4 0 0
■民間等との共同研究等
区 労 件数て′､ 受入金額
I
_ 平成
9年匿 6件 9,6 0 0
平鹿l‾0年摩 ･‾ 8件 7,9 1 0
雫或1 1年度 7件 1 0,6 6 0
平成1.2年喪 4件 1 0.880
‾平成1
､
3年贋 7件 1 0,1 5 0
単位 : 千円
区 分 民間-との共同研究 愛慕研究
平成9 年度 1件 i,0 0 0
平成1Q 年度. 1件 1,000
平成1 l‾年度 3件 7,0 00
平成1 2年度 4件 6,0 0 0
平成13 年麿 3 件 7.0 0 0
※13年度は､ 1 4.1 .1現在の数字を記す ｡
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T E L 043(2 2 2)7 1 7 1( 代表)F A X043(2 2 6)2 4 86
(ホ ー ム ペ ー ジ : http://w w w. pf. chiba - u . a c.jp/)
